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初めての CO２除去ラベルのクレジットが発行される 

リジェネレイティブ農業クレジットへの取組みが広まる  

初めての CO２除去ラベルのクレジット発行 

これまで REDD＋などの CO２除去に関わるプロジェクトが実施されてきたも

のの、発行されるクレジットについては特に除去に関わるプロジェクトであるこ

とは明示されてこなかった。その中で、アメリカの民間のクレジット発行機関、

American Carbon Registry（ACR）が、今年、4 月に、今後、クレジットの発行

に際して、CO２除去を行なったプロジェクトに由来することを明示すると発

表。これを踏まえて、5 月 5 日に米国、ブルーソース社が、この新たなクレジ

ット表示方法を活用して CO２除去由来のプロジェクトであることを明示した

CO２除去ラベルのクレジットを取得したと発表した。米国国内で実施される

森林保全プロジェクトに由来するクレジットで、発行されたクレジット、総量

67.7 万 tCO2e のうち、10.63 万 tCO2e に対して CO２除去のラベルが付け

られた。この CO２除去ラベルのついたクレジットについては、市場でも高い

評価を得ており、通常の森林保全プロジェクト由来のクレジットの取引価格よ

りも高いトンあたり、US＄24 で取引されている、とのことです。 

 

 

欧米の企業でリジェネレイティブ農業への取組みが広ま

る 

5 月は、リジェネレイティブ農業と呼ばれる農業を通じた CO２吸収を促す取

組みに参加する企業の動きが目立った。例えば、米国の穀物メジャー、カー

ギル社は、不耕起栽培や休耕地でのカバークロップの栽培を通じた土壌で

の CO２吸収を図り、得られた CO２吸収量に対して一定の金額を支払う取組

みを昨年、2021 年から開始していたが、今年も、この取組みをイリノイ州など

の 15 州で実施することを発表。参加する農家を募っている。今年は、トンあ
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たりの支払い額を昨年の US＄20 から US$25 まで引き上げる予定。対象とな

る農地の吸収量はリグロウ社が計測するとされている。クレジットの発行の有

無については明確にされていないものの、クレジットを発行している可能性も

ある。クレジットの調達を念頭に置いているか明確にさされていないが、欧州

の家庭用品メーカー、ユニリーバは、保険会社、アクサや資産運用会社、

Tikehau Capital とともに、リジェネレイティブ農業への移行に取り組むプロジ

ェクト、企業を支援するための基金を立ち上げ、それぞれ€100 億を供出した

と発表。また、リジェネレイティブ農業による土壌の CO２吸収量の計測方法

について、低コストな手法を開発している米国のスタートアップ企業、

Perennia 社に、マイクロソフトの気候イノベーション基金などから US＄1800

万の資金を調達するなどリジェネレイティブ農業への企業、投資家からの関

心が高まっていることがうかがえる。この背景には、CO２吸収が将来的にネッ

トゼロ目標の達成において重要な役割をになうことが予想されるため、今後、

土壌での CO２吸収に関する取組みが更に重要なものとなると多くの企業や

投資家が考えていることがある、と思われる。場合によってはクレジットの活用

なども考えられることから、今後のクレジット取引市場に何らかの影響を与え

てくるかも知れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




